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地
区
出
店
の
た
こ
焼
き
大
人
気

 

　

 
 

　
　
　

 

来
年
は
さ
ら
に
内
容
の
充
実
期
す

第
２
回
み
な
く
さ
ま
つ
り
に
１
万
人

１
月
20
日
・
２
月
３
日

　

若
草
一
丁
目
～
五
丁
目

１
月
27
日
・
２
月
10
日

　

若
草
六
丁
目
～
八
丁
目

　

岡
本
町
西
・
グ
リ
ー
ン
ピ
ア

回
収
品

　

古
新
聞
（
チ
ラ
シ
と
一
緒
で　

　

可
）

　

古
雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
・
古
着

☆
朝
９
時
ま
で
に
自
宅
前
へ

子
ど
も
会
資
源
回
収

お
お
わ
ら
わ
の
た
こ
焼
き
係

特
別
委
が
ま
ち
づ
く
り
行
動
計
画
答
申
書
を
提
出

中原まち協会長（右）に答申書を
手渡す向出委員長

長蛇の列ができた志津南たこ焼

き店

1 万人の人出でにぎわった第２
回みなくさまつり

　

昨
年
12
月
２
日
の
日
曜
日
、
南
草

津
駅
の
西
口
側
で
「
み
な
く
さ
ま
つ

り
」
が
開
催
さ
れ
、
志
津
南
地
区
は

初
め
て
「
た
こ
焼
き
」
を
出
店
、
大

好
評
を
博
し
、
た
こ
焼
き
の
追
加
注

文
が
殺
到
し
、
さ
ば
く
の
に
お
お
わ

ら
わ
で
し
た
。

　

「
み
な
く
さ
ま
つ
り
」
は
平
成
23
年

３
月
12
日
に
、
南
草
津
駅
に
新
快
速

が
停
車
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を

記
念
し
て
、
企
画
・
準
備
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

行
政
・
企
業
・
大
学
・
地
元
な
ど

で
「
期
成
同
盟
」
を
結
成
し
、
南
草

津
駅
の
新
快
速
停
車
に
つ
い
て
Ｊ
Ｒ

に
働
き
か
け
て
、
や
っ
と
実
現
す
る

こ
と
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
「
期
成
同

盟
」
で
「
実
行
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、

企
画
・
準
備
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
前
日
の
３
月
11
日
に

あ
の
東
日
本
大
震
災
が
発
生
、
自
粛

し
て
直
前
に
中
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
に
入
っ
て
再
度
実
行
委
員
会

が
開
か
れ
、
せ
っ
か
く
準
備
し
て
い

た
の
に
、
こ
の
ま
ま
中
止
に
な
っ
て

し
ま
う
の
は
も
っ
た
い
な
い
、
何
と

か
「
み
な
く
さ
ま
つ
り
」
を
開
催
し

よ
う
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
９
か

月
後
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
人
出
も

多
く
、
大
成
功
で
し
た
。

　

平
成
24
年
度
を
迎
え
、
再
び
実
行

委
員
会
が
開
か
れ
、
せ
っ
か
く
好
評

だ
っ
た
も
の
を
こ
の
ま
ま
一
回
で
終

わ
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
、
な
ん
と

か
毎
年
開
催
し
よ
う
、
と
い
う
こ
と

に
な
り
、「
第
２
回
み
な
く
さ
ま
つ

り
」
の
実
施
に
向
け
準
備
が
進
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
10
月
に
は
、「
町
内
会
ブ
ー

ス
」
を
設
け
て
出
店
し
て
も
ら
お
う

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
関
係
自
治
会

に
働
き
か
け
が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
志
津
南
地
区
は
準
備
期

間
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
事
務
局
で

思
い
つ
い
た
「
た
こ
焼
き
」
を
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
泉
」
に
お
願
い
し
、「
健

康
推
進
員
連
絡
協
議
会
」
の
協
力
を

得
て
出
店
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
主
催
者
発
表
で
約
１
万

人
の
人
出
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
わ

が
「
た
こ
焼
き
」
は
、
当
初
８
０
０

個
を
準
備
し
て
、
一
パ
ッ
ク
６
個
入

り
を
２
０
０
円
で
売
り
出
し
た
の
で

す
が
、
あ
っ
と
い
う
間
に
在
庫
が
底

を
尽
き
、
追
加
の
仕
入
れ
を
繰
り
返

す
こ
と
４
回
、
１
４
０
０
個
増
の
計

２
２
０
０
個
を
売
り
上
げ
ま
し
た
。

　

た
こ
焼
き
製
造
・
販
売
の
ス
タ
ッ

フ
10
人
は
フ
ル
稼
働
、
裏
方
の
４
人

も
走
り
回
り
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で

は
い
ろ
い
ろ
な
催
し
物
が
繰
り
広
げ

ら
れ
、
飲
食
店
ブ
ー
ス
や
ス
イ
ー
ト

ブ
ー
ス
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ

を
楽
し
む
ど
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

第
３
回
は
今
年
の
11
月
17
日
（
日
）

に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。「
町
内
会

ブ
ー
ス
」
の
出
店
に
つ
い
て
は
組
織

的
に
進
め
、「
み
な
く
さ
ま
つ
り
」

を
よ
り
多
く
の
方
々
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
入
念
に
準
備
を
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

（
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
）

　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
理
事
会
が
ま

ち
づ
く
り
行
動
計
画
特
別
委
員
会

（
向
出
委
員
長
、
大
上
委
員
、
西
村

委
員
、
大
楽
委
員
、
北
岡
委
員
）
に

諮
問
し
て
い
た
「
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
指
標
」
の
具
体
化
に
向
け
て
の
中

期
的
目
標
・
活
動
の
概
要
に
関
し
て
、

特
別
委
員
会
は
12
月
22
日
、
理
事
会

に
対
し
答
申
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

特
別
委
員
会
は
５
月
か
ら
８
か
月

間
に
わ
た
っ
て
、
毎
週
会
合
を
重
ね

て
熱
い
議
論
を
交
わ
し
、
ま
た
11
月

に
は
伊
賀
市
へ
の
研
修
に
も
参
加
、

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
答
申
書
を
ま
と

め
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
理
事
会
は
こ

の
答
申
を
受
け
て
答
申
書
に
提
言
さ

れ
て
い
る
事
項
を
審
議
、
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
見
定
め
て
い

く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

理
事
会
で
審
議
し
た
内
容
に
つ
い

て
は
、
住
民
の
皆
様
に
提
示
し
、
幅

広
い
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
進

め
て
い
き
ま
す
。
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第
２
回
ふ
れ
あ
い
文
化
祭
に
ぎ
わ
う

まち協だより

　①まちづくり協議会代表者会にお

いて示された市の方針について、次

のような説明があった。

・協働のまちづくり条例

平成 26 年４月からの施行を目指して

検討されている。

・市民センターの運営

　平成 27 年度から、「( 仮称 ) 地域ま

ちづくりセンター」と改称し、指定

管理者制度の導入で、地域による運

営が計画されている。

・まち協運営交付金制度

　平成 25 年度からまちづくり協議会

で事務局職員を１名雇用し、平成 26

年度は２名雇用することとし、この

雇用に必要な経費と運営経費を交付

する制度で、平成 25 年度からの実施

に向けて検討が進められている。

・地域一括交付金

　現在７つの補助金事業が一括交付

金となっているが、平成 25 年度から

はさらに 14 の事業が追加され、合計

21 の事業が一括交付金化される。

　②市民センターの臨時駐車場にな

っている場所は、交番設置のための

県の用地であるが、今は市が借り受
けて駐車場として使用している。砕
石が道路側に散乱して支障がある

ので、１月ごろから簡易的な工事

が施工される予定。

　③まちづくり協議会の組織の改

正案の修正版が提示されたが、次

回の理事会で審議することに。

子育てサークルがＸマス会

　

ク
リ
ス
マ
ス

　
　

ク
ッ
キ
ン
グ
楽
し
む　

防
災
組
織
検
討
委
を
設
置

交
通
安
全
対
策
協
が
始
動

　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
理
事
会
は
ま

ち
づ
く
り
行
動
計
画
特
別
委
員
会
の

「
中
間
報
告
」
を
受
け
、
志
津
南
地

区
の
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
考
え

る
自
主
防
災
組
織
検
討
委
員
会
を
立

ち
上
げ
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
同

検
討
委
に
は
専
門
的
な
経
験
や
知
見

の
あ
る
人
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
は
、
自
主
防
災
委
員
長

の
増
田
正
さ
ん
（
六
丁
目
）、
自
主

防
災
委
員
の
松
崎
大
次
郎
さ
ん
（
五

丁
目
）
に
加
え
て
、
消
防
関
係
に
従

事
さ
れ
て
い
る
谷
学
さ
ん
（
一
丁

目
）、
同
じ
く
中
根
光
司
さ
ん
（
八

丁
目
）、
草
津
市
消
防
団
の
白
滝
明

さ
ん
（
八
丁
目
）
の
５
人
で
す
。

　

第
一
回
の
会
合
は
昨
年
11
月
28
日

に
開
か
れ
ま
し
た
が
、
今
後
は
月
２

回
程
度
の
会
合
を
持
ち
、
町
内
会
単

位
の
組
織
と
志
津
南
地
区
全
体
の
組

織
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
う
べ
き
役

割
を
明
確
に
し
た
上
で
、
そ
れ
を
果

た
せ
る
自
主
防
災
組
織
を
ど
う
構
築

し
て
い
く
の
か
、
な
ど
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

志
津
南
地
区
交
通
安
全
対
策
協

議
会
（
中
原
勝
一
会
長
）
の
第
一
回

会
議
が
12
月
３
日
に
あ
り
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
志
津
南
地
域
全
体
の

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
協
議
す
る

た
め
に
、
草
津
警
察
署
交
通
課
や
草

津
市
交
通
政
策
課
・
道
路
課
等
の
関

係
機
関
の
協
力
を
得
て
、
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
の
理
事
会
・
交
通
防
犯
委

員
会
・
草
津
栗
東
交
通
安
全
協
会
志

津
南
支
部
・
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
ら
で

構
成
す
る
も
の
で
、
24
年
11
月
28
日

に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
回
会
議
で
は
、
地
域
全
体
を

三
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
割
し
、
三
班

に
分
か
れ
て
現
場
を
視
察
し
た
の

ち
、
各
班
か
ら
危
険
個
所
や
そ
の
状

態
に
つ
い
て
の
意
見
な
ど
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
報
告
を
も
と
に
交
通
量
調
査

や
速
度
測
定
な
ど
を
実
施
、
そ
の
分

析
結
果
か
ら
対
策
を
提
案
し
、
住
民

の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら

進
め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
（
公
民
館
）

は
、
12
月
７
日
、
８
日
の
２
日
間
、「
第

２
回
志
津
南
ふ
れ
あ
い
文
化
祭
」
を

開
催
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で
活
動
す
る

サ
ー
ク
ル
の
ほ
と
ん
ど
が
昨
年
に
続

き
出
演
・
出
展
し
ま
し
た
。

　

サ
ロ
ン
で
は
、
色
鉛
筆
画
、
俳
句
、

刺
繍
、
編
み
物
、
書
道
、
活
花
や
リ

ー
ス
、
ブ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
、

手
芸
等
の
作
品
展
示
＝
写
真
＝
の
ほ

か
、
コ
ー
ス
タ
ー
作
り
の
体
験
コ
ー

ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、
、
多
く
の
人
が

　

子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
「
ひ
よ
こ
っ

こ
」
が
12
月
６
日
、「
お
や
こ
っ
こ
」

が
同
月
13
日
、
志
津
南
市
民
セ
ン
タ

ー
で
そ
れ
ぞ
れ
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
開

催
、
合
計
約
70
人
が
歌
や
ゲ
ー
ム
を

楽
し
み
ま
し
た
＝
写
真
。

　

子
育
て
サ
ー
ク
ル
代
表
の
島
田
さ

ん
と
山
出
さ
ん
の
進
行
で
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
進
め
ら
れ
、
今
年
は
草
津
市
在

住
の
元
英
会
話
講
師
、
大
東
美
樹
さ

ん
を
お
招
き
し
て
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち

　

子
ど
も
会
は
12
月
22
日
、
志
津
南

市
民
セ
ン
タ
ー
で
「
ク
リ
ス
マ
ス
ク

ッ
キ
ン
グ
」
を
催
し
ま
し
た
＝
写
真
。

　

子
ど
も
31
人
、
保
護
者
９
人
が
５

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
ホ
ッ
ト
ケ

ー
キ
ミ
ッ
ク
ス
を
使
っ
た
「
シ
リ
ア

ル
ク
ッ
キ
ー
」「
チ
ョ
コ
ス
コ
ー
ン
」

「
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
重
ね
デ
コ
レ
ー
シ

ョ
ン
」
を
作
り
ま
し
た
。

　

低
学
年
に
は
保
護
者
が
手
伝
う
予

定
で
し
た
が
、
意
外
に
も
手
際
よ
く

作
り
、
洗
い
も
の
も
す
す
ん
で
し
て

出
来
栄
え
に
感
心
し
た
り
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　

ま
た
調
理
室
で
は
、
中
国
茶
カ
フ

ェ
を
開
店
、
ひ
ま
わ
り
や
カ
ボ
チ
ャ

の
種
、
さ
ん
ざ
し
な
ど
の
菓
子
と
プ

ー
ア
ー
ル
茶
や
ジ
ャ
ス
ミ
ン
テ
ィ

ー
、
ウ
ー
ロ
ン
茶
の
飲
み
物
が
好
評

で
し
た
。

　

午
前
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
で
は
、
体

操
や
運
動
の
サ
ー
ク
ル
が
日
頃
の
成

果
を
発
表
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
活

な
ん
だ
歌
を
英
語
で
歌
っ
た
り
、
英

語
で
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
り
、
親
子

で
英
語
に
ふ
れ
合
う
遊
び
を
行
い
ま

し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
始
め
て
の
英
語
に

少
し
戸
惑
い
な
が
ら
も
ゲ
ー
ム
や
絵

本
等
を
楽
し
み
ま
し
た
。
最
後
は
鈴

の
音
を
響
か
せ
大
き
な
袋
を
担
い
だ

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
と
、
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
積
ん
だ
機
関
車
を
引
く
ト
ナ
カ
イ

さ
ん
の
登
場
に
、
み
ん
な
び
っ
く
り

し
た
様
子
で
大
き
な
歓
声
が
あ
が

り
、
泣
き
出
す
子
も
い
ま
し
た
が
、

サ
ン
タ
さ
ん
と
一
緒
に
会
場
内
を
行

進
し
た
後
、
一
人
ひ
と
り
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
が
渡
さ
れ
る
と
「
あ
り
が
と
う
」

と
に
っ
こ
り
。
一
足
早
く
ク
リ
ス
マ

ス
の
楽
し
い
ひ
と
時
を
皆
で
過
ご
し

ま
し
た
。（
民
児
協
）

動
内
容
を
紹
介
の
後
、
参
加
者
に
実

技
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　

午
後
は
セ
ン
タ
ー
入
口
前
で
の
威

勢
の
よ
い
和
太
鼓
の
演
奏
で
始
ま

り
、
ギ
タ
ー
演
奏
、
女
声
コ
ー
ラ
ス
、

踊
り
、
カ
ラ
オ
ケ
と
華
や
か
な
ス
テ

ー
ジ
を
展
開
、
観
客
は
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

夜
は
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開

催
、
着
飾
っ
た
参
加
者
が
ミ
ラ
ー
ボ

ー
ル
の
光
る
中
、
Ｇ
Ｓ
Ｏ
の
生
演
奏

に
乗
っ
て
華
や
か
に
踊
り
、
パ
ー
テ

ィ
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

く
れ
ま
し
た
。
高
学
年
の
子
ど
も
た
ち

は
小
さ
い
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
な
が

ら
、
本
当
に
上
手
に
ク
ッ
キ
ン
グ
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。
料
理
が
済
み
み
ん

な
で
仲
良
く
和
気
あ
い
あ
い
と
お
い
し

く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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ロ
ー
マ
暦

　

「
蛸
」
は
英
語
で
「
オ
ク
ト
パ
ス
」、

オ
ク
ト
は
８
、
パ
ス
は
足
、
８
本
足

と
言
う
意
味
で
す
、
と
昔
々
学
校
で

習
い
ま
し
た
。
10
月
が
「
オ
ク
ト
ー

バ
ー
」
と
い
う
こ
と
も
習
い
ま
し
た
。

お
や
？
オ
ク
ト
は
８
な
の
に
、
オ
ク

ト
ー
バ
ー
が
10
月
？
不
思
議
だ
な
、

と
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
か
？

　

実
は
古
代
ロ
ー
マ
の
暦
は
農
耕
の

始
ま
る
３
月
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
の

で
す
。
年
の
初
め
が
３
月
１
日
で
、

行
政
官
な
ど
も
こ
の
日
に
就
任
し
ま

し
た
。
ご
存
じ
の

よ
う
に
西
洋
の
３

～
６
月
の
４
か
月

は
神
々
の
名
前
か

ら
命
名
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
後
は

第
５
～
第
10
の
月

と
呼
ん
で
い
ま
し

た
。
だ
か
ら
、
10

月
は
８
番
目
の
月
だ
っ
た
の
で
す

ね
。
今
の
１
月
は
（
冬
至
の
後
は
年

が
改
ま
る
、
と
い
う
こ
と
で
）
前

後
に
２
つ
の
顔
を
持
つ
ヤ
ヌ
ス
神
か

ら
、
２
月
は
年
の
終
わ
り
の
清
め
の

祭
り
の
名
か
ら
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
年
は
３
６
５
日
余
り
で
す
か

ら
、
最
後
の
２
月
に
閏

日
を
置
い
て
暦
を
調
整

し
て
い
ま
し
た
。
で
も
、

か
な
り
恣
意
的
に
閏
日

を
入
れ
た
の
で
暦
が
ず

れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ

を
改
め
て
、
現
在
の
４

年
に
１
度
の
置
閏
を
定

め
た
の
が
ユ
リ
ウ
ス
・

カ
エ
サ
ル
、
実
施
し
た
の
は
ア
ウ
グ

ス
ト
ス
で
す
。
彼
ら
の
名
前
は
５
番

目
と
６
番
目
の
月
（
今
の
７
月
と
８

月
）
の
名
に
残
っ
て
い
ま
す
。
つ
い

で
に
小
の
月
（
30
日
）
だ
っ
た
６
番

目
の
月
を
大
の
月
（
31
日
）
に
し
ま

し
た
。
押
さ
れ
て
、
２
月
が
短
く
な

り
ま
し
た
。

　

あ
る
時
、
冬
期
に
ヒ
ス
パ
ニ
ア
で

起
こ
っ
た
反
乱
を
鎮
圧
す
る
た
め

に
、
新
し
い
行
政
官
を
任
命
し
な
く

て
は
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
３
月

ま
で
待
っ
て
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
１
月
１
日
に
任
期
を
繰
り
上

げ
ま
し
た
。「
新
人
事
の
就
任
日
は

年
の
初
め
」
で
す
の
で
、「
１
月
１

日
が
新
年
」
と
い
う
こ
と
に
変
更
さ

れ
、
今
の
暦
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。

若草中央公園で新年恒例の左義長。

同推協、市民センターが学習懇、人権講座開催。

市民センターの新調理室が完成。

社協「ふれあいハウス絆」が第六集会所に完成。

わんぱく南っ子が市民センターでもちつき大会。

志津南小でプロの声楽家招きふれあいコンサート。

まちづくり協議会が発足。自治連が新組織に移行。

ホームページを一新、より親しみやすく。

社協総会開催。会長人事、事業計画などを決める。

市民センターでタウンミーティング。橋川市長が２

期目の政策などを説明。

志津南小が運動会を繰り上げ実施。校舎改築のため。

尼崎社協が志津南社協を視察。「絆」など活動を紹介。

第 15 回夏まつり開催。3500 人が新趣向楽しむ。

まちづくり行動計画で特別委が中間報告。課題解決

へ方向示す。

まち協が市民センターで地区敬老会。140 人が出席。

第８回志津南スポーツまつり開催。300 人が楽しむ。

まち協が初の体験型防災訓練。起震車で揺れを体感。

まち協が伊賀市の先進自治会視察研修。

新居浜市の社協が志津南社協を視察。

第 10 回チャレンジスポーツデー。140 人が楽しむ。

第２回みなくさまつりにまち協がたこ焼き出店。

ふれあい文化祭（８日まで）。日頃の活動の成果競う。

まちづくり行動計画で特別委が答申書提出。

【１月】

・15 日

・21 日

【２月】

・３日

・５日  

・18 日

【３月】

・24 日

【４月】

・１日 

・１日 

・15 日 

【５月】

・26 日

【６月】

・２日

・16 日

【７月】

・28 日

【８月】

・23 日

【９月】

・17 日

・23 日

【10 月】

・7日

【11 月】

・3日

・16 日

・23 日

【12 月】

・2日

・７日

・22 日

回顧　わが町２０１２

社
協
が
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　

ゴ
ル
フ
大
会

男性向け料理教室

 

志
津
南
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
主

催
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
11

月
10
日
、
若
草
中
央
児
童
公
園
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
＝
写
真
。

 

薄
日
の
射
す
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
の
中
、
参
加
者
60
人
が
12
組

に
分
か
れ
て
技
を
競
い
合
い
ま
し

た
。

 

初
め
て
の
方
も
、
ベ
テ
ラ
ン
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
、
時
に
は
歓
声
を

あ
げ
て
、
全
員
が
楽
し
く
競
技
に
参

加
し
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

 

◇
団
体
戦

　

優　

勝　

若
草
三
丁
目

　

準
優
勝　

若
草
二
丁
目

　

三　

位　

若
草
八
丁
目

 

◇
個
人
戦　

　

優　

勝  

鈴
木　

明
（
八
丁
目
）

　

準
優
勝　

須
田
圭
二
（
一
丁
目
）

　

三　

位　

篠
山
良
治
（
二
丁
目
）

　

四　

位　

杉
田
友
春
（
四
丁
目
）

　

五　

位　

林　
　

茂
（
二
丁
目
）

　

志
津
南
健
康
推
進
員
連
絡
協
議
会

（
小
早
川
敏
子
代
表
）
は
12
月
６
日
、

男
性
を
対
象
に
「
メ
タ
ボ
予
防
」
の

料
理
講
習
会
を
開
催
、
男
性
15
人
が

参
加
し
ま
し
た
＝
写
真
。

　

今
回
は
、
県
委
嘱
事
業
「
第
２
次

生
活
習
慣
病
ワ
ー
ス
ト
25
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
事
業
」
と
し
て
実
施
し
ま
し

た
。

　

自
分
の
適
正
体
重
を
知
り
、「
食

事
や
運
動
の
見
直
し
」
を
考
え
て
も

ら
う
こ
と
が
メ
タ
ボ
予
防
に
つ
な
が

る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

作
っ
た
料
理
は
、「
鮭
の
混
ぜ
ご

飯
」「
鶏
肉
の
酒
む
し
梅
醤
油
か
け
」

「
大
根
の
薄
く
ず
煮
」。
カ
ロ
リ
ー
と

塩
分
の
ひ
か
え
め
な
ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ

ュ
ー
３
品
で
す
。

　

「
味
は
少
々
物
足
り
な
か
っ
た
け

ど
、
塩
分
の
取
り
す
ぎ
は
高
血
圧
の

原
因
だ
し
、
な
る
べ
く
塩
分
を
ひ
か

え
た
食
事
を
し
た
い
」　

「
体
重
を
１

カ
月
１
㌔
減
ら
す
た
め
に
腹
八
分
目

食
事
法
を
を
心
が
け
た
い
」
な
ど
、

講
義
と
調
理
実
習
で
「
生
活
習
慣
病

の
１
次
予
防
」
の
大
切
さ
を
認
識
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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余
命
考

２
月
16
日
に
も
ち
つ
き
大
会

26
日
に
人
権
コ
ン
サ
ー
ト

カ
ル
タ
遊
び
募
集

□ 1月 19 日（土）

　☆健康ウォーキング：若寿会

　　8：45　若草中央公園集合

□ 1月 22 日（火）

　★地域サロン：懐メロを歌う会

　　10：00 ～ 11：30

★高齢者等つどい推進事業

　　13：30　カラオケ

□ 1月 23 日（水）

　★やすらぎ学級

　　13：30 ～ 17：00

□ 1月 26 日（土）

☆社会奉仕：若寿会

　　8：30　若草中央公園集合

　★高齢者等つどい＆

　　地協わんぱく

　　13：30　マジック＆カルタ

　★同推協報告会・人権講座　　 

    19：00 ～ 21：00

□ 1月 31 日（木）

　★高齢者等つどい推進事業

　　13：30　相続と遺言（講話）

□ 2 月 1 日（金）

　★ふれあい昼食会

　　12：00 ～ 13：00

　ボランティア「泉」

□ 2 月 2 日（土）

　☆健康ウォーキング：若寿会

　　8：45　若草中央公園集合

□ 2月 12 日（火）

　★地域サロン：懐メロを歌う会

　　10：00 ～ 11：30

□毎週金曜日

　☆ふれあい喫茶（お茶の間）

　　10：00 ～ 12：00

　　若草第五集会所

★印の会場は志津南市民センター

（公民館）です

戦争体験を語る３人

児
童
に
戦
争
体
験
を
語
る

　

志
津
南
小
学
校
は
11
月
14
日
、
志

津
南
地
区
若
寿
会
会
員
な
ど
三
人
を

迎
え
て
六
年
生
が
先
の
大
戦
に
つ
い

て
学
習
し
ま
し
た
。

　

話
を
し
た
の
は
、
終
戦
時
、
十
四

歳
で
大
津
陸
軍
少
年
飛
行
兵
学
校
生

徒
だ
っ
た
奥
田
隆
三
さ
ん
と
当
時
小

学
校
五
年
生
だ
っ
た
林
茂
さ
ん
、
六

年
生
だ
っ
た
和
田
基
さ
ん
の
三
人
。

　

三
人
は
「
戦
争
中
の
生
活
」「
一

番
つ
ら
か
っ
た
こ
と
」「
子
ど
も
た

ち
の
遊
び
や
学
校
の
様
子
」「
滋
賀

県
の
空
襲
の
状
況
」
な
ど
戦
争
中
の

体
験
を
語
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た

ち
の
質
問
に
丁
寧
に
答
え
て
い
ま
し

た
。

　

和
田
さ
ん
が
空
襲
警
報
が
出
て
、

帰
宅
途
中
に
米
軍
の
航
空
機
に
よ
る

機
銃
掃
射
で
友
人
を
失
っ
た
悲
し
み

を
、
林
さ
ん
が
父
親
に
招
集
令
状
の

赤
紙
が
来
た
と
き
、「
も
う
父
親
と

は
会
え
な
く
な
る
の
か
な
と
思
っ

た
」
と
言
葉
を
詰
ま
ら
せ
な
が
ら
話

し
た
時
に
は
、
子
ど
も
た
ち
は
つ
ら

そ
う
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
校
で
は
勉
強
は
で
き
ず

に
、
軍
事
教
練
や
食
料
の
芋
作
り
を

し
た
り
、
空
襲
が
ひ
ど
く
な
っ
て
友

達
と
集
団
疎
開
し
た
り
し
た
話
で

は
、
同
じ
年
の
自
分
に
置
き
か
え
て

い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
奥
田
さ
ん
は
「
私
た
ち

は
戦
争
に
行
く
こ
と
し
か
な
か
っ

た
。
み
な
さ
ん
は
ど
ん
な
夢
で
も
持

つ
こ
と
が
出
来
る
の
だ
か
ら
、
一
人

ひ
と
り
自
分
ら
し
い
大
き
な
夢
を
持

っ
て
ほ
し
い
」
と
語
り
か
け
ま
し
た
。

林
さ
ん
、
和
田
さ
ん
は
「
二
度
と
戦

争
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」「
身
近

な
人
と
も
仲
良
く
し
て
平
和
を
大
切

に
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
、「
平
和

で
自
由
な
時
代
で
は
あ
る
が
、
年
上

の
人
が
言
う
こ
と
は
素
直
に
聞
く
こ

と
も
大
事
」
と
付
け
加
え
ま
し
た
。

た
。
つ
ま
り
統
計
学
的
に
は
八
十
八

歳
の
米
寿
祝
い
も
期
待
で
き
る
わ
け

で
、
何
か
一
筋
の
光
明
を
見
い
だ
し

た
よ
う
な
気
分
に
な
り
ま
す
。

　

ち
な
み
に
主
な
年
齢
別
の
平
均
余

命
は
０
歳
男
子
が
79
・
４
歳
、
女
子

が
85
・
９
歳
、
70
歳
男
子
が
14
・
９
歳
、

女
子
が
19
・
３
歳
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

何
年
か
前
に
、
俳
人
の
金
子
兜
太

氏
が
、
寿
命
が
延
び
て
い
る
現
状
で

は
「
男
性
は
今
の
年
齢
の
八
掛
け
、

女
性
は
七
掛
け
ぐ
ら
い
に
考
え
て
よ

い
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
い

ま
百
歳
の
女
性
は
七
掛
け
で
七
十
歳

（
古
希
）
と
な
り
「
古
来
希
れ
な
り
」

と
言
っ
て
も
、
あ
ま
り
違
和
感
は
あ

り
ま
せ
ん
。　

加
齢
に
伴
い
身
体
能

力
が
衰
え
て
い
く
の
は

や
む
を
得
な
い
と
し
て

も
、
せ
め
て
年
齢
的
に
は
、
八
掛
け

の
気
分
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

も
ち
ろ
ん
個
々
の
余
命
は
知
る
べ

く
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
と
に
か
く
、

誕
生
日
に
は
満
八
十
歳
…
。

　

な
に
よ
り
も
、
い
ま
つ
つ
が
な
く

生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
す
る

と
と
も
に
、
き
ょ
う
一
日
を
有
意
義

に
過
ご
し
た
い
と
思
う
昨
今
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
八
十
路
男
）

　

小
生
、
い
つ
の
ま
に
か
昔
流
の
数

え
年
で
い
え
ば
、
八
十
歳
に
達
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

高
齢
化
時
代
と
は
い
え
、
八
十
歳

と
い
う
言
葉
に
は
、
や
は
り
七
十
歳

台
と
は
か
な
り
異
な
っ
た
語
感
が
あ

り
、
つ
い
年
齢
を
意
識
し
て
い
ま
い

ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
と
し
厚
労
省
が
発

表
し
た
日
本
人
の
男
子
の

平
均
寿
命
は
七
十
九
歳

で
、
小
生
の
満
年
齢
と
同

じ
で
す
。
い
よ
い
よ
人
生

の
最
終
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
た
の
か
、

と
慨
嘆
と
焦
燥
感
を
覚
え
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
新
聞
な
ど
で
報
道
さ
れ

て
い
る
「
平
均
寿
命
」
と
は
、
正
確

に
は
、
そ
の
年
に
生
ま
れ
た
零
歳
児

が
、
あ
と
何
年
間
生
き
ら
れ
る
か
を

統
計
的
に
推
計
し
た
「
平
均
寿
命
」

の
こ
と
で
あ
る
と
知
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
年
齢
別
の
平
均
余
命
を
調

べ
て
み
る
と
、
八
十
歳
男
子
の
場
合

八･

四
歳
で
あ
る
こ
と
が
判
り
ま
し

　

地
域
協
働
合
校
・
わ
ん
ぱ
く
プ
ラ

ザ
南
っ
子
「
も
ち
つ
き
大
会
」
を
次

の
通
り
実
施
し
ま
す
。
詳
細
は
市
民

セ
ン
タ
ー
の
チ
ラ
シ
な
ど
で
後
日
お

　

高
齢
者
の
つ
ど
い
事
業
・
地
域
協

働
合
校
・
わ
ん
ぱ
く
プ
ラ
ザ
南
っ
子

共
同
事
業
「
マ
ジ
ッ
ク
を
楽
し
く
！

＆
カ
ル
タ
で
遊
ぼ
う
」
を
次
の
要
領

で
実
施
し
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
　

１
月
26
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
同
３
時

　
　
　
　

30
分

場
所　
　

志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

会
議
室

内
容　
　

１
部　

草
津
迷
術
会
さ
ん

　

の
マ
ジ
ッ
ク

　
　
　
　

２
部　

カ
ル
タ
遊
び

対
象　
　

・
志
津
南
地
区
の
60
歳
以

　
　
　
　
　

上
の
方

　
　
　
　

・
志
津
南
小
学
校
１
年
生

　

志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
は
「
感
じ

て
み
よ
う　

じ
ん
け
ん
」
を
テ
ー
マ

に
第
２
回
人
権
講
座
を
次
の
通
り
開

催
し
ま
す
。
多
数
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
ま
す
。

▽
日
時　

１
月
26
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
か
ら

▽
場
所　

志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー

▽
内
容　

立
岡
勇
一
さ
ん
の
ギ
タ
ー

　
　
　
　

コ
ン
サ
ー
ト
、
講
話
な
ど

　
　
　
　
　

～
６
年
生

費
用　
　
　

無
料

申
し
込
み　

申
し
込
み
用
紙
に
記
入

の
上
、
志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

電
話
で
の
申
し
込
み
も
受
け
付
け
ま

す
。

知
ら
せ
し
ま
す
。

日
時　
　

２
月
16
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
か
ら
受
付

場
所　
　

志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー

対
象　
　

志
津
南
小
学
校
１
年
生
～
６

　
　
　
　

年
生


